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【参考】 

 

文京区障害者（児）実態調査「在宅の方に対する調査」に係る 

回答者別の分析結果について 

 

 【参考】回答者別に集計しておりますが、本人以外（家族や介助人等）が回答する場合には、

「あて名本人の立場で回答する」ことを基本としております。 

 

１．日常生活で必要な介助・支援（問 18） 

 
 「あて名ご本人」では、「介助や支援は必要ない」が 25.7％で最も高く、次いで「調

理・掃除・洗濯等の家事」が 22.4％となっています。 

 「ご家族の方」では、「区役所や事業所などの手続き」が 74.1％で最も高く、次いで

「お金の管理」が 63.7％、「調理・掃除・洗濯等の家事」が 55.1％となっています。 

 「その他」では、「調理・掃除・洗濯等の家事」が 94.1％で最も高く、次いで「区役

所や事業所などの手続き」が 88.2％となっています。 

 

２．主な介助・支援者が介助・支援できなくなった場合の対応（問 20） 

 

 「あて名ご本人」では、「一緒に住んでいる家族に頼む」が 19.6％で最も高く、次い

で「別に住んでいる家族に頼む」が 18.4％となっています。 

 「ご家族の方」では、「一緒に住んでいる家族に頼む」が 33.7％で最も高く、次いで

「障害者施設（障害者支援施設等）に入所する」が 24.1％となっています。 

 「その他」では、「障害者施設（障害者支援施設等）に入所する」が 37.5％で最も高

く、次いで「病院に入院する」が 25.0％となっています。 

 

調査数 食事 排せつ 入浴 寝返り 着替え

調理・掃

除・洗濯等

の家事

室内の移動
洗顔・歯磨

き
電話の利用 お金の管理

あて名ご本人 1581 6.8 2.3 7.7 0.6 3.6 22.4 2.2 1.6 4.9 9.8

ご家族の方 278 38.1 36.0 48.9 13.3 38.8 65.1 24.5 35.3 40.6 63.7

その他 17 64.7 35.3 52.9      - 47.1 94.1 11.8 41.2 35.3 76.5

 

調査数

日常の買い
物

通院、通
学・通勤

通院、通
学・通勤以

外の外出

日常生活に
必要な意志

の伝達

日常生活動
作の見守り

薬の管理 区役所や事
業者などの

手続き

介助や支援
は必要ない

医療的ケア
（喀痰吸

引、経管栄

養、導尿、
呼吸管理

等）

その他

あて名ご本人 1581 13.9 13.5 10.7 3.7 6.0 7.8 17.6 25.7 1.7 12.1

ご家族の方 278 57.6 51.8 55.4 41.4 50.0 63.3 74.1 2.9 14.0 4.7

その他 17 64.7 64.7 64.7 29.4 47.1 82.4 88.2      - 17.6      -

 調査数 一緒に住ん

でいる家族
に頼む

別に住んで

いる家族に
頼む

居宅介護

（ホームヘ
ルプ）を利

用する

短期入所

（ショート
ステイ）を

利用する

障害者施設

（障害者支
援施設等）

に入所する

高齢者施設

（老人ホー
ム等）に入

所する

病院に入院

する

グループ

ホームに入
居する

どうしたら

良いかわか
らない

その他

あて名ご本人 854 19.6 18.4 13.0 5.3 6.6 10.3 8.4 4.0 14.6 6.7

ご家族の方 261 33.7 18.0 13.8 21.1 24.1 18.8 9.2 10.7 10.0 5.0

その他 16 6.3      - 12.5 6.3 37.5 12.5 25.0 12.5 12.5 18.8



21 

 

３．日常生活で困っていること（問 21） 

 

 「あて名ご本人」では、「健康状態に不安がある」が 37.3％で最も高く、次いで「経

済的に不安がある」が 27.6％となっています。 

 「ご家族の方」では、「災害時の避難に不安がある」が 54.7％で最も高く、次いで「外

出に支障がある」が 49.6％となっています。 

 「その他」では、「緊急時の対応に不安がある」、「災害時の避難に不安がある」がと

もに 58.8％と高くなっています。 

 

４．今後希望する生活（問 24） 

 

 「あて名ご本人」では「地域で独立して生活する」が 33.6%で最も高く、「ご家族の

方」では「親や親族と一緒に生活する」が 41.7％で最も高くなっています。 

 一方で、「その他」では、「グループホーム等の共同生活住居に入居する」が 29.4％

で最も高くなっています。 

 

  

 

調査数
健康状態に

不安がある

着替えや食

事などが十

分できない

家事などが

十分できな

い

介助者の負

担が大きい

介助者が高

齢化してい

る

外出に支障

がある

住まいに支

障がある

就労につい

て困ってい

る

緊急時の対

応に不安が

ある

災害時の避

難に不安が

ある

人間関係に

支障がある

あて名ご本人 1581 37.3 3.2 19.2 6.6 10.4 18.2 6 11.3 23.5 25.2 9.7

ご家族の方 278 39.6 26.6 48.2 34.5 35.3 49.6 12.9 7.2 49.3 54.7 19.8

その他 17 47.1 17.6 29.4 23.5 5.9 29.4 5.9 5.9 58.8 58.8 17.6

 

調査数

障害や病気

に対する周

囲の理解が
ない

困ったとき

相談する相
手がいない

役所などの

手続きが難
しい

近くに、病
気や障害を

理解した上

で診てもら
える診療所

がない

経済的に不

安がある

将来に不安

を感じてい
る

日中するこ

とがない

様々な人と
知り合った

り、交流す
る機会が少

ない

特にない その他

あて名ご本人 1581 10.6 7.1 15.7 3.8 27.6 25 4.2 11.4 19.8 3.2

ご家族の方 278 14.4 11.9 34.5 10.1 24.5 28.1 12.9 19.8 6.1 2.9

その他 17 5.9 5.9 52.9 5.9 35.3 47.1 5.9 11.8      - 11.8

 

調査数
地域で独立

して生活する

親や親族と

一緒に生活
する

グループ

ホーム等の

共同生活住
居に入居す

る

区内の障害

者の入所施

設（障害者支
援施設等）に

入所する

遠くても良い

ので障害者

の入所施設

（障害者支援

施設等）に入

所する

高齢者の入

所施設（老人

ホーム等）に

入所する

わからない

あて名ご本人 1581 33.6 31.2 2.2 1.6 0.5 4.5 18.3

ご家族の方 278 8.3 41.7 6.1 10.1 2.5 9.0 14.0

その他 17 5.9 11.8 29.4 5.9 11.8 5.9 5.9



22 

 

５．地域で安心して暮らすために必要な施策（問 26） 

 

 「あて名ご本人」、「ご家族の方」ともに、「医療機関サービスの充実」が４割弱近く

で最も高く、次いで「障害に対する理解の促進」となっています。 

 「その他」では、「障害に対する理解の促進」が 58.8％で最も高くなっています。 

 調査数 障害に対す
る理解の促

進

医療機関
サービスの

充実

教育・育成
の充実

雇用・就労
支援の充実

相談支援体
制の充実

訪問系サー
ビス（居宅

介護・重度
訪問介護、
同行援護

等）の充実

日中活動系
サービス

（生活介
護・自立訓
練・就労移

行支援・就
労継続支援
等）の充実

短期入所の
充実

意思疎通支
援の充実

福祉機器・
補装具など

の充実

グループ
ホームなど

の整備

あて名ご本人 1581 35.9 38.9 4.6 21.6 19.9 15.0 9.3 4.1 2.7 6.1 3.4

ご家族の方 278 34.5 36.7 3.6 8.3 23.7 27.7 19.8 23.0 4.7 7.9 13.3

その他 17 58.8 41.2      - 23.5 5.9 23.5 35.3 5.9      - 17.6 23.5

 調査数 入所施設
（障害者支
援施設等）

の充実

障害者向け
の住まいの
確保

居住支援の
充実（住ま
い探しな

ど）

建物・道路
などのバリ
アフリー化

当事者同士
で支援しあ
える仕組み

づくり

趣味やス
ポーツ活動
の充実

経済的支援
の充実

災害時支援
の充実

地域交流の
場の充実

特にない その他

あて名ご本人 1581 9.1 10.3 7.7 15.9 3.7 11.3 30.7 19.4 5.8 8.0 3.3

ご家族の方 278 31.7 9.4 4.0 16.2 2.2 7.9 23.4 23.4 3.2 4.0 0.7

その他 17 17.6 23.5 11.8 17.6 5.9 17.6 29.4 17.6      -      - 5.9


